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研究実績 

の概要 

1. 背景 
日韓両国では高齢化が急速に進行している．2018年の高齢化率は,日本 27.7％，韓

国 14.3％である．高齢化の進展に伴い，日本では 2000年に介護保険制度が施行され，

韓国では 2008 年に日本の介護保険制度にあたる老人長期療養保険制度が施行され

た．医療・介護需要の急増と，医療と介護保険制度の施行に伴い，日韓ともに介護施

設が増加し，韓国では老人病院も増加した． 

日韓においては，医療や介護需要の増加と社会保険制度の整備に伴い，医療・介

護産業は成長産業に位置付けられている．しかし，成長産業であっても，経営判断

を誤れば倒産・廃業することがある．日本では2017年の倒産・廃業件数は，医療機

関27件，介護施設115件である（東京商工リサーチ，2018）．韓国は，介護施設の数

値は確認できないが，2016年の医療機関の倒産率は年間で約7％であり，日本よりも

かなり高い（韓国保健産業振興院，2017）.したがって，医療・福祉領域においても

経営の視点が求められるといえる．ただし，医療と介護領域の経営については，事

業の継続性という視点以外にも，患者や利用者の生命の保護や，多額の公費や社会

保険料が投入されていることから，医療の質や介護の質の確保に対する社会的要請

の視点も考慮する必要がある． 

他方で，これまでの医療・福祉経営研究についての現状や課題について総括した研

究は行われていない．さらに，制度や政策に関しては活発に行われている国際比較

研究も医療・福祉経営研究の領域では行われていない． 
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2. 目的 
本研究では，第一に医療・福祉経営研究の現状と課題について明らかにし，今後必

要となる医療・福祉経営研究領域への示唆点を得ることを目的とする．第二は，社会

・経済・文化的に似ているとされる日本と韓国を対象とし，国際比較の視点から日本

の医療・福祉経営研究の課題について明らかにすることを目的する． 

 

3. 方法 

医療・福祉経営論文を抽出するため，論文データベースとして日本語論文は医中誌，

韓国語論文は RISS を用いた．経営学を構成する領域として，①経営戦略，②マーケ

ティング，③組織行動，④人的資源管理，⑤会計，⑥サービス・マネジメントをせっ

てし，それらの関連用語を入力し，学会誌が発行する原著論文のみを抽出した．分析

対象期間は，介護保険制度施行 5 年前から 2018 年までとした（日本は 1995 年から

2018年，韓国は 2003年から 2018年）．その結果，医療経営の論文として日本 205，

韓国 506，福祉経営の論文として日本 40，韓国 141を抽出し，これらの論文の内容に

ついて分析した．  

 

4. 結果・考察 

第一は，組織行動とサービス・マネジメントの研究が他の領域に比べて多く行われ

ている．その中でも特に組織行動に含まれる職務満足の研究とサービス・マネジメン

トに含まれる患者・利用者満足の研究が多数を占めている．これは日本と韓国，医療

経営と福祉経営研究の両方に共通している． 

第二は，韓国は多変量解析を含む量的研究が中心であるのに対して，日本は職務や

患者満足度の研究を除くと事例研究が少なくない． 

第三は，日本よりも韓国の方が医療経営研究，福祉経営研究ともに活発に行われて

いる．論文の検索期間は日本（24 年分）よりも韓国（16 年分）の方を短く設定した

ものの韓国の方の研究数が多かった．これは，韓国は日本のように医療圏ごとの病床

数の制限がないことなど，病院や施設間の競争が激しい環境にあることが影響してい

る可能性があると思われる． 

今後は，今回の分析結果を踏まえて，研究がほとんど行われていなかった領域を対

象とした研究の必要性の検討および日本における医療・福祉経営の構成要素などにつ

いて検証していく必要があると考える．また，本研究では日本と韓国で発行された論

文のみを対象にしたことから結果の解釈には限界がある． 

表１ 日韓における医療経営研究と福祉経営研究の論文数 

領域 
医療経営 福祉経営 

日本 韓国 日本 韓国 

経営戦略 14 47 2 22 

マーケティング 6 39 2 10 

組織行動 86 247 22 62 

人的資源管理 0 5 1 3 

会計 38 30 1 4 

サービス・マネジメント 61 138 12 40 

合計 205 506 40 141 
 

 


